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藤沢市防災組織連絡協議会報告とお願い

－ 目 的 －
（１）防災意識の啓発に関すること
（２）各地区防災協議会の情報交換に関すること
（３）事業を通じて抽出された課題について検討を

行い、藤沢市に提言すること
（４）その他、本会の目的達成に必要と認めること

先進事例を各自主防災に活かす

神奈川県
温泉地学
研究所
所長

１．藤沢市防災組織連絡協議会の歩み
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１４地区の事例発表
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２．藤沢市と連携した活動

▼避難行動要支援者対策
■自治会・町内会へのアンケート実施
■令和３年度計画の周知
■実践活動の推進（５本の柱）

▼津波避難訓練への参加

■片瀬・鵠沼・辻堂地区の参加協力

▼危機管理課によるアンケート調査
（自主防災の実態）
■アンケート回収協力
■アンケートの活かし方の提言

▼防災活動の推進

■地区総合防災訓練の実施 中止
■水防訓練、総合防災訓練等、市への協力

中止

▼マニュアル等の活用推進
■ハザードマップ
■防災マップ
■ふじさわ防災ナビ

３．自主防災活動における課題改善に向けた取り組み

２０１８年６月７日に防災組織連絡協議会
が、現状の問題・課題に対する内容をまとめ
鈴木市長に提言しました。

現在その内容を年度毎に活動実績をまとめ、
問題・課題の改善進捗状況を、総会時に確認
して、年度毎に継続した取組みを実施してい
ます。



①コロナ禍の環境から従来からの地区総合防災訓練が中止
②啓発を中心にニュースの発行、マニュアルの改訂、広報誌の発行等を実施
③自治会加入促進を図るも加入率減少が続いている
④コロナ環境渦における工夫をした訓練が少数行われた

①講話や懇談会の実施
②講演会・事例発表会、推進大会等への参加者の積極的な呼びかけ
③マンションの住民説明会等を利用した自治会加入促進
④自主防災組織と中学校が連携した、ジュニア防災リーダー教育の実施

柱１ 自主防災活動の活性化

自主防災組織が取り組むこと

令和２～３年度の活動結果

①コロナ渦を駆使した防災訓練の実施
②一人ひとりの防災意識の啓発
③小規模の自治会・町内会の活動推進

残された問題・課題

津波避難場所の設置（辻堂地区）

①コロナ渦を駆使した防災訓練の実施
②名簿の取り扱いについて、一部理解されていないこと
から、災害基本法で定められていることを理解してもらう
推進を図る
③対象者の訓練参加に対して、意識向上が必要である
ことから環境整備を図る。

①コロナ渦の環境から地区総合防災訓練７地区が中止となり、誘導訓練ができず
②安否確認訓練がコロナ対策をした中で、４地区が訓練を実施
③要支援者名簿の活用で、積極的な訓練参加への方策を展開した
④地区環境にあった安否の確認方法が前に進んだ

①名簿の管理方法・活用方法等ルール作り
②要支援者等の避難行動・避難誘導訓練等の実施
③先進事例の紹介
④安否確認訓練・アンケート調査を実施することによるＰＤＣＡサイクルの循環

柱２ 避難行動要支援者対策の充実

自主防災組織が取り組むこと

令和２～３年度の活動結果

残された問題・課題

安否の確認訓練（御所見地区）



①コロナ渦の環境から中止した地域は８地区に
②感染防止を図りながら実施した地域は６地区
③拠点本部・避難施設運営委員会と連携した取組み
④分散避難の重要性を示したチラシ等の配布

①地区防災拠点本部と連携した開設訓練・運営訓練の実施
②訓練結果を踏まえた各施設に則したマニュアルの作成

柱３ 避難施設運営の確立

自主防災組織が取り組むこと

令和２～３年度の活動結果

①８１施設毎の訓練の推進
②コロナ渦環境に即した運営方法の確立
③新避難施設運営マニュアル活用による実践訓練の実施
④自治会・施設管理者・従事職員・センター職員四者による
運営定着推進

残された問題・課題

①指定緊急避難場所（洪水・崖崩れ）開設・運営
②福祉避難所（一次）開設・運営
③自主防災組織との関わり

残された問題・課題

①コロナ渦の環境から中止した地域は１２地区に
②感染防止を図りながら実施した地域は２地区
③地区拠点本部の福祉避難所（一次）として役割について確認

自主防災組織と地区防災拠点本部が連携した訓練の実施

柱４ 各地区防災拠点本部の役割

自主防災組織が取り組むこと

令和２～３年度の活動結果

緊急避難指示
周知・誘導



※コロナ感染防止から全地区が中止

①地区拠点本部及びボランティアコーディネーターと連携したサテライトセンターの
開設・運営訓練の実施

②ボランティア受入訓練の実施

柱５ 災害救援ボランティア受入体制の確立

自主防災組織が取り組むこと

令和２～３年度の活動結果

①市とボランティアセンターの連携
②サテライトセンターの役割認識
③初動環境の整備・研究

残された問題・課題

まとめ

①防災活動は「生きる・助ける」が取組みの基本です。

②「備え」は空振りでもいいから訓練を続けましょう。

③自主防災＝自治会の組織を強化して、

「防災もまちづくり」

を進めましょう。



終わりに

次年度（令和４年）に向かって

☆４６７の自主防災活動を、向上心を
持って取り組みましょう。

☆自然災害の教訓をいざと言う時の、
備えに活かしましょう。

☆藤沢市の防災力を高めましょう。
首都直下型・南海トラフ・日本海溝・千島海溝対応


